
令和 8年 10月13日（火）～
令和 8年 10月23日（金）

50 名

令和 8年 12月14日（月）～
令和 8年 12月25日（金）

令和 8年 10月13日（火）～
令和 8年 11月20日（金）

令和 8年 12月14日（月）～
令和 9年　1月22日（金）

令和 8年 12月　5日（土）

平日　午前 9時～午後 5時 10分 ⁄ 第 1・3・5土曜日 午前 9時～午後 1時《 大学院課受付時間 》

令和 9年　2月　6日（土）

令和9年度
博士課程
募集

学位取得に向け多様なサポートを行っています。
自身の研究を深めて医療人としての
キャリアアップを図りませんか。

令和9年度

　綜合研究施設は、附属生命医学研究所
の共同利用研究部門として所属講座に
かかわらず研究者が広く利用できる施設
です。
　セルソーター、質量分析器、電子顕微
鏡、DNAシークエンサー、次世代シーク
エンサー、3Dプリンター、各種の蛍光顕
微鏡など、最新の機器が揃っており、オー
プンラボ形式の臨床系綜合研究施設も
設置し、本学の研究活動を支える中心施
設となっています。

　アイソトープ実験施設は、放射性同位
元素を用いて研究するための共同実験
施設です。
　施設内には、液体シンチレーションカウ
ンターやガンマカウンターなどの放射線
測定器をはじめ、細胞や小動物に放射線
照射をするためのガンマ線照射装置、最新
のイメージング機器であるSPECT/CTや
X線透視装置などが揃っており、基礎的な
実験から小動物のイメージングまで幅広
い実験が可能です。

　実験動物飼育共同施設は、社会的・科
学的に適正な動物実験を保障するため
の環境を整備し、実験動物を飼育してい
ます。
　施設には、SPFおよびコンベンショナル
な環境での各種動物の飼育室の他に、実
験室、胚操作室、検疫室などを備え、本学
でも動物実験によって、再生医学・免疫学・
神経科学・幹細胞生物学等の分野で数多
くの画期的な成果が得られています。

メールや電話でも
気軽にお問合せください

gradumedoffice@kmu.ac.jp



多様なバックグラウンドを持つ学生をサポートする体制が整っています。

基礎社会系・教養系研究分野の学生、社会人学生（医師、歯科医師免許を保有しない者、
または臨床研修医及び研修歯科医）は授業料が免除されます（収入の審査があります）。

　本学では、幅広い分野の最先端機器を揃えた綜合研究施設と最新鋭の実験動物飼育共同施設を備えて
いるほか、臨床研究支援センターも設置しています。医学部棟と附属病院が隣接しており、基礎研究、臨床
研究ともに進めやすい環境が整っています。
　ハード面、ソフト面双方を充実させた大学院は、高度な専門知識と研究能力を有した指導的立場に立つ医
師・研究者を育成していきます。

●入学金　200,000円
●授業料（実習費込）　500,000円（年額）　※長期履修制度の場合は 400,000円（年額）
●学生教育研究災害傷害保険加入料（4年間）　3,300円 ／（5年間長期履修）　4,050円

上部消化管外科学
（令和8年度 入学）
第1学年　江口　翔太新入生インタビュー

修了生インタビュー

　学会発表や論文執筆を重ねる中で、臨床で生じた疑問や得られた知見を学術的
に探究したいという思いが強まり、より充実した研究基盤のもとで学ぶため博士
課程への進学を決意しました。近年、進行消化器癌の治療では化学療法後に手術
を行う治療法が広がっており、私はその治療効果を左右する腫瘍微小環境の解明
に関心を持っています。現在は、バイオバンクセンターや綜合研究施設の高度機
器を活用しながら研究を進めています。また、本学はオンライン授業や支援制度
も充実しており、研究に専念しやすい環境が整っています。臨床で得た疑問に向
き合い、その成果を患者さんへ還元できるアカデミックサージョンを目指してい
きたいと考えています。

形成外科学
（令和7年度 早期修了）
國枝　桜子

　私は臨床研修後、平成28年に形成外科へ入局。二度の産育休を経て令和3年に専門医
を取得し、令和5年度に博士課程へ入学しました。 未経験の基礎研究でしたが、脂肪幹細
胞に関する研究を通じ、臨床での病態解像度がぐっと上がりました。 在学中は子供が小さ
く、対面必須の授業もある中で、一部Web聴講でも単位取得が可能なシステムには大変
助けられました。現在は関西医科大学総合医療センターに復帰していますが、大学院で
培ったリサーチマインドを活かし、日々の症例に向き合っています。 育児とキャリアの両立
に悩む先生方も、ぜひ大学院への進学を検討してみてください。

　3つのコースに分かれ、定期的なコースミーティングや年に1度
のリトリート（合宿）を行います。自身の研究について、様々な教員
から研究分野の垣根を越えてアドバイスを受けることができます。

選択必修コース

　本学は「阪神5大学サステナブルがん人材養成プラン」に参加し、関西圏の複数の大学と連携しながらがん
プロ事業を展開しています。大学院ではがん専門医療人材を養成するための4つのコースを設けており、がん
に特化した専門知識を習得し、自身の研究を深めることができます。

がんプロフェッショナル養成プラン（がんプロ）

■がん研究コース　　  ■人体の構成と疾患研究コース
■臨床・疫学研究コース

■地域がん医療課題克服型腫瘍学コース
■高精度個別化放射線腫瘍学コース
■特定集団特化型がん緩和医療コース

■新規治療法開発を目指す
　人材育成のための創薬研究コース

　トリノ工科大学及びヴェネツィア・カフォスカリ大学と、医工学な
どの分野で共同研究を推進し、ダブルディグリープログラムの協
定を結んでいます。本プログラムに入学した大学院生は約1年間
の交換留学を行い、所定の年限で修了した場合は本学と留学先
の大学の両方の学位が授与されます。

ダブルディグリープログラム （トリノ工科大学／ヴェネツィア・カフォスカリ大学）


